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比較 した場合､ ヒ トで は､1歳 の100dic
+ring/100cels程度 か ら60歳 の10dic+ring
/100cOls程皮へと著しく低下しており､異常頻
皮の低下の程皮に大きな違いが認められた｡この
ことを昨年の結果と合わせて考えると､araCに
よる染色体姐換え琉皮の加齢に伴った低下は､旧
世界ザルと比較してヒトに特有な現象で卒ること
が解った｡
資料:9
霊長類水晶体における梼脂井の生理的役割
小木曽 学 (東邦大学医学部節二生理)
霊長類の水晶体はその年輪状の特徴的な構造だ
けでなく､ LewisxやシアT)ル･LewisXハプテンを
持っ糖脂質を細胞膜に発現する｡この腫癌関連抗
原として知られる Lewislやシアリル LーewisXハプ
テンは細胞間接着にも関与しており､白内障の発
症との可能性を既に報告した｡また､これらの合
成経路についてはニホンザルの水晶体よりグリコ
シルトランスフェラーゼ画分を調製し検討した結
果､水晶体に特異な経路の存在が考えられる｡
水晶体での LewisXやシアI)ル LーewisXハプテン
の分布は明らかではなく､平成4年度に行ったア
カゲザルの上皮細胞やその初代培養系で両ハプテ
ンの発現が見られなかったことを考えると､
Lewisxやシアリル･LewisXハプテンの合成が上皮
細胞の線維細胞への分化と密接に関わっている可
能性が示唆される｡
今年度は水晶体での脚旨質の局在を明らかにす
るために匂理法などの改良を行い､凍結切片で免
疫組織化学的に検討した｡興味あることに両ハプ
テンとも上皮細胞には検出されず､線維細胞にの
み局在した｡これらの結果は水晶体を部位別に分
離し､それぞれより抽出した糖脂質の分布様式と
も一致しており､水晶休での LewisXやシアリルー
Lewisxハプテンは線維細胞への分化関連抗原と思
われる｡現在詳細について検討を重ねており､霊
長類以外の嘱乳類水晶体との違いを調査中である｡
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